
Facebook 原⽥隆典８⽉１⽇ 熊本地震の地震動と２〜３の被害（主要因は断層変位か？） 
 
（１）『２０２６年 M7.1 と２０１６年 M7.3 の熊本地震の八代市の地震動と応答スペクトルの

比較と被害の原因推定』  
 

 
下図は、KMM012(⼋代)の加速度波形から速度と変位波形を計算で求めたものを⽰す。

観測地点で NS ⽅向で 29.5 ㎝、EW ⽅向 55.6cm、鉛直⽅向 20.6cm の永久変位が⾒ら
れる。右横ずれ成分と正断層成分（沈下）による。⾼僧区道路の⼋代ジャンクションの
桁ずれ地点の鉛直変位（沈下）と隆起はもっと⼤きいものと思われる。 
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『２０２６年 M7.1 と２０１６年 M7.3 の熊本地震の八代市の地震動と応答スペクトルの比

較と被害の原因推定』  
 ２０２６年 M7.1 の熊本地震と２０１６年 M7.3 の熊本地震の断層近くの地震動と応
答スペクトルや被害との関係を暫定的に整理した資料は、(株)IABC のホームページ
https://www.iabc.co.jp の Blog の中に本橋英樹社⻑が掲載していますので、詳しくは
そちらを参照してください。現地調査ではなく、地震動と報道された写真からの推定
です。 
 ここでは、⾼速道路の桁ずれや⼯場の煙突倒壊、⼋代市役所の免振装置の破損等の
集中した⼋代市周辺の地震動と応答スペクトルや、被害写真等からの暫定的考察を書
きます。 



 写真は、２０２６年 M7.1 の熊本地震と２０１６年 M7.3 の熊本地震の⼋代市近くの
防災科研の Knet KMM012（⼋代）の地表⾯地震動加速度波形と応答スペクトルの⽐
較です。 
 前回と今回の地震動は同じ程度ですが、今回は、⻑周期２〜４秒の応答スペクトル
が卓越し、上下動が２倍程度⼤きいことが特徴的です。この⻑周期化（たぶん液状化
に近い現象が発⽣したと思われます）と⼤きい上下動により、⼋代市役所の免振装置
が座屈し、役所が共振して⼤きく揺れたと推測されます。 
 ⼯場の煙突倒壊も⻑周期地震動によると思われます。 
また、⾼速道路の橋梁の桁落ちも、⻑周期化と後に⽰す上下⽅向の断層永久変位の２
つが重なったものと思われます。 
 
（２）『２０２６年 M7.1 の熊本地震による八代市付近の工場煙突倒壊、高速道路橋桁の

ずれと八代市役所の面し装置破損と地震動や断層永久変位』 
 

 

『２０２６年 M7.1 の熊本地震による八代市付近の工場煙突倒壊、高速道路橋桁のずれ

と八代市役所の面し装置破損と地震動や断層永久変位』 
 ⾼速道路橋桁のずれは、写真のように地⾯に断層永久変位のような地割れがあり、
現地調査が必要ですが、⿅児⽅⾯の地盤が隆起、熊本⽅⾯の地盤が沈下した正断層成
分が読み取れます。このあたりで断層上端は浅くなた可能性もあります。この断層永
久変位に加えて、地盤の液状化現象に近いことが起きて、２−４秒の⻑周期地震動が
卓越したため、２つの現象で桁が⼤きくずれたと思われます。 



 ⼯場の煙突倒壊は、⻑周期地震動による煙突の共振で倒壊した可能性が⼤きいと思
われます。 
 
 
 
 
 
 
（３）『２０２６年 M7.1 熊本地震による八代市役所免振装置の破損と地震動の関係』 
 

 
『２０２６年 M7.1 熊本地震による八代市役所免振装置の破損と地震動の関係』 
 写真は⼋代市役所免振装置の破損に関する熊本⽇⽇新聞記事です。特殊な降伏部材
を⽤いた免振装置で、鉄⾻が座屈しています。普通の免振装置はゴムと鉄板や鉛板の
互層構造で、何か所かに速度依存型のオイルダンパーを併⽤しています。普通の免振
装置だけでは、⻑周期化するので、⻑周期地震動で共振するので、共振を抑えるため
に⾼価な速度依存型のオイルダンパーを併⽤させて、上部構造の揺れを抑えます。 
 写真で⾒る限り、特殊な粘新装置で、⻑周期化させて揺れを抑える効果しかないよ
うに思われます。今回の地震動は、３つ前の Facebookに⽰したように、２〜４秒の
⻑周期地震動が卓越し、短周期の上下動の応答スペクトルは１Ｇ弱と⼤きい上下動が



観測されています。免振装置が⼤きな上下動で座屈したと思われます。また、⻑周期
地震動で上部構造が共振し、建物にも被害がでたと思われます。 
 


